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Space Tethers Will Play a Key Role:
The Project of Japan Will Be A Critical Step
宇宙エレベーターKAIT構想











Comparison with a conventional wind turbine
Cross-wind, rigid wing and ground based generator

Fig.1 Makani power社 The M600 energy 







Windswept and Interesting Limited










































































2m/s 0.7% 4.4% 15.3%
3m/s 4.4% 16.4% 37.3%
4m/s 11.4% 32.1% 55.4%
算定（仮定）条件
風車仕様
定格風速：10m/s（カットイン風速4m/s・カットアウト風速25m/s）
※定格風速以下の発電量は風速の３乗に比例とする
風速の出現率はレーリー分布（ワイブル係数k=2）
風速の鉛直プロファイルはべき指数分布（α=0.2）
一般的な
小型風車
一般的な
大型風車
テザー型
高空風車
設備容量が同じとすれば、総発電量は設備利用率に比例する。
超小型モデル(0.01kW)発電コンセプトスタディ
（東京工芸大学 風工学研究所 ２ｍ×２ｍ風洞）
小型モデル（0.2kW)風洞実験
(九州大学 応用力学研究所 ４ｍ×２ｍ風洞)
2017年2月6日
福井大学
文京キャンパス
グラウンド
風速 4.3 [m]
飛行制御実験
2017年11月12-15日 フェーズ1+＆フェーズ1.5 フィールドテスト
埼玉県熊谷市妻沼グライダー滑空場

ＮＵ-102 ダウンウインド型
うず電流型電磁ブレーキを備
えた静翼付風力発電装置
南極昭和基地で第19次越冬隊
（1978年）現地実地テスト
１．低温、地吹雪、強風 ＞ 強風時の避難
垂直軸風車：昭和基地の20kW風車（56次隊中村隊員提供）
２．出力安定性 ＞ 設備利用率の増加
時間的かつ季節的な変動
まとめに代えて
極地でのエネルギー供給
に適した風力発電装置とは
３．運搬容易性
